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誰一人取り残さない世田谷をつくろう

(福）世田谷区社会福祉協議会
自立生活支援課 田邉 仁重

資料４



1 ぷらっとホーム世田谷が行っていること
根拠
生活困窮者自立支援法に基づく自立相談支援センター

対象
就労の状況、心身の状況、地域社会から孤立状況などにより、
様々な生活課題を抱えている区民。年齢不問。

対応
生活上の困りごとを一緒に考え、整理し、
家計相談や就労支援などの活用や関係機関
との連携・協働により、その人らしい生活
の実現を支援する。

令和４年４月から「世田
谷ひきこもり相談窓口リン
ク」の相談窓口を運営。
メルクマール世田谷と協
力してひきこもりの方や
家族等の支援を行う。



2 ぷらっとホーム世田谷の支援状況
①自立相談

【相談件数】 （令和４年度実績）
•自立相談新規相談件数 1,366件
うち個別相談に進んだ件数 779件
【特徴】
• 50代の利用者が最も多く26％
60代～90代で3割弱を占める
男女で差異はなし

•相談内容は、生活費、家賃、公共
料金の支払や家計に関することが
多く次いで就労、病気や障害のこと

•単身世帯が全体の約半数を占める
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2 ぷらっとホーム世田谷の支援状況
②ひきこもり相談窓口「リンク」

【相談件数】（令和４年度実績）
•相談者件数 227件
うち窓口につながった件数 193件
【特徴】
•当事者が相談につながっている
年齢層は、20代～50代と幅広い

• 50代の親の相談が最も多い
• 8050世帯、その予備軍の60代～
80代以上の親の相談が26％
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《重層的な支援を行う、リンクの支援ネットワーク》



3 事例：80代の要介護の両親と30年近くひきこもって
いる50代の子どもがいる世帯

【経過】
• 独立して長らく実家を離れていた娘が、親の高齢化に伴う介護
問題に関わり始め、ひきこもりの兄の将来を心配して、ケアマ
ネの紹介でリンクにつながった。
【課題】
• 30年間、誰にも相談せず世帯で子どもの問題を抱えてきた。
• 親の高齢化に伴う介護、年金ベースの世帯収支の悪化、兄の健
康、親亡き後の兄の生活自立など、課題は多岐に渡っている。
【対応】
• ケアマネ、介護保険事業者、医療機関、あんすこ、保健福祉課、
FP、地区社協事務局が集まり、支援会議を開催。世帯の状況及
び課題を共有し、今後の世帯の支援について話し合った。

• 非課税届を行い介護費用の軽減を図るなどの家計改善。
• 長女を通じ本人にリンクで相談できることを伝え、つながるこ
とができた。現在の不安や将来の生活について、本人と話し合
いながら、本人が希望する生活に向かえるよう、将来の就労の
ことも含め関係機関と連携して丁寧に支援している。



4 まとめ ～誰一人取り残さないために必要なこと～
社会からの孤立・孤独は困りごとを醸成し、深刻・困難化させる。

ゆるく、どこかとつながっていることが大切。

➡身近な地域で相談を受け止め、つながり続ける仕組み

生活に必要な制度やサービスを組み合わせて生活を整えること

は難しい。

自分で申請、契約しなければサービスが利用できない制度の限界。

➡必要とする人に福祉サービスに限らず、適切な支援が届く仕組み

制度の狭間が、当事者を疲弊させ、困りごとの解決を遠ざける。

➡支援者が関係機関と連携・協働し、重層的に支援を行う体制



ぷらっとホーム世田谷

ご清聴ありがとう
ございました。


